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指導により運動耐容能が改善した上葉優位型肺線維症の 1例．第 35回兵庫県理学療

法学術大会，ハイブリッド開催，姫路，2024.9.15 

19. 山田莞爾：急性期におけるマルチモビディティに対する理学療法の実践．第 35回兵

庫県理学療法学術大会，ハイブリッド開催，姫路，2024.9.15 

20. 伊藤 翼：能登半島地震の災害リハビリ支援の実際 ～はじめての支援～．第 35回兵

庫県理学療法学術大会，ハイブリッド開催，姫路，2024.9.15 

21. 前川侑宏：症例報告から学ぶマルチモビディティ．第 35回兵庫県理学療法学術大

会，ハイブリッド開催，姫路，2024.9.15 

22. 岩田健太郎：令和 6年度診療報酬、介護報酬改定への対応  －リハビリテ-ション、栄

養管理及び口腔管理の連携・推進－急性期病院での取り組み．第 35回兵庫県理学療

法学術大会，ハイブリッド開催，姫路，2024.9.15 

23. 前川侑宏，岩田健太郎，山田莞爾，高橋朋弥，稲垣優太，幸原伸夫，椿 淳裕：脳梗

塞急性期の患者における頭部挙上角度の増加に伴う病巣半球の酸素化ヘモグロビンの

変化に影響する因子の検討．第 22回日本神経理学療法学会学術大会，福岡，



2024.9.28 

24. 前川侑宏，岩田健太郎，山田莞爾，稲垣優太，高橋朋弥，幸原伸夫，椿 淳裕：脳梗

塞急性期における頭部挙上角度の増加に伴う病巣半球の酸素化ヘモグロビンの変化に

影響する因子の検討．第 22回日本神経理学療法学会学術大会，福岡，2024.9.28 

25. 高橋朋弥，岩田健太郎，山田莞爾，前川侑宏，稲垣優太，佐々木勇人，幸原伸夫，椿 

淳裕：急性期脳卒中患者における二重課題歩行中の前頭前野の活動．第 22回日本神

経理学療法学会学術大会，福岡，2024.9.28 

26. 滝本龍矢，岩田健太郎，北井 豪，村井亮介，西原浩真，大橋啓太，岩本浩司，下雅

意崇亨，幸原伸夫，古川 裕：重症心不全患者の社会復帰へ集中治療室から始める理

学療法．第 28回日本心不全学会学術集会，ハイブリッド開催，大宮，2024.10.4 

27. 岩田健太郎：リハビリテーションを軸とした地域一体化プログラムと健康寿命の延

伸．第 30回新潟県理学療法学術大会，ハイブリッド開催，長岡，2024.10.26 

28. 早川貴行，岩田健太郎，野崎惇貴，山田莞爾，滝本龍矢，淺井康紀，竹田はるか，井

澤幸子，幸原伸夫：ICU における作業療法(OT)士の役割．第 28回日本作業療法学会 

29. 教育講演３，横浜，2024.11.5 

30. 井上慎一，大瀧 誠：Trend Analysis of Occupational Therapy Practice for Head 

Trauma Patients Based on Abstracts.The 8th Asia Pacific Occupational Therapy 

congress，札幌，2024.11.7 

31. 下出 優，北井 豪，岩田健太郎，村井亮介，宮越千智，井澤幸子，幸原伸夫，古川 

裕，稲富宏之：Psychological Characteristics in Persons with Heart Failure: Focus 

on Stress Coping Styles.The 8th Asia Pacific Occupational Therapy congress，札

幌，2024.11.7 

32. 浅井康紀，下村良充，岩田健太郎，大庭潤平：Longitudinal changes in the daily life 

performance and mental functions among recipients of hematopoietic stem cell 

transplant．The 8th Asia Pacific Occupational Therapy congress，札幌，2024.11.7 

33. 岡田一貴，竹田はるか，山田莞爾，岩田健太郎，幸原伸夫：短期間の作業療法により

在宅酸素療法のアドヒアランスが改善した慢性呼吸不全の１例．第 58回日本作業療

法学会，ハイブリッド開催，札幌，2024.11.9 

34. 大西捷也，淺井康紀，早川貴行，岩田健太郎，幸原伸夫：食事動作獲得を目指した

Bickerstaff脳幹脳炎患者への急性期作業療法．第 58回日本作業療法学会，ハイブリ

ッド開催，札幌，2024.11.9 

35. 冨田 創，淺井康紀，岩田健太郎，幸原伸夫：作業療法介入プロセスモデルに基づく

介入によって作業遂行能力や QOLの向上に至ったMAG抗体陽性ニューロパチーの

1例．第 58回日本作業療法学会，ハイブリッド開催，札幌，2024.11.9 

36. 早川貴行，大橋啓太，藤本七海，野崎惇貴，淺井康紀：高齢 PICS患者に対する作業

療法の 1例．第 58回日本作業療法学会，ハイブリッド開催，札幌，2024.11.9 



37. 若田恭介，岩田健太郎，永廣結日，宮本亜希子：在宅呼吸リハビリテーション（PR）

の難しさと地域連携の必要性：実例を通じた入院 PRとの比較．第 34回日本呼吸ケ

ア・リハビリテーション学会学術集会，名古屋，2024.11.15 

38. 竹田はるか，山田莞爾，岩田健太郎，中川 淳，立川 良，富井啓介，幸原伸夫：活

動に焦点を当てた目標設定と患者教育により身体活動量が向上し在宅酸素療法から離

脱した 1型呼吸不全患者の報告．第 34回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会学

術集会，名古屋，2024.11.15 

39. 宮川直之，山田莞爾，岩田健太郎，立川 良，富井啓介，幸原伸夫：短期間の運動療

法と運動指導により運動耐容能が改善した上葉優位型肺線維症の 1例．第 34回日本

呼吸ケア・リハビリテーション学会学術集会，名古屋，2024.11.15 

40. 高橋洋介，齊藤正和，猪熊正美，岩田健太郎，越智裕介，上坂建太，櫻田弘治，髙村 

剛，田原将之，西川淳一，北條 悠，嶺井 陽，森沢知之，高橋哲也，藤原俊之：待

機的心臓血管外科術後患者における入院関連能力低下が 1年後の介護度悪化に与える

影響について．第 8回日本循環器理学療法学会，仙台，2024.11.23 

41. 岩田健太郎：マルチモービディティ時代のリハビリテーション戦略～疾病構造の変化

に伴うパラダイムシフト～．第 51回日本赤十字リハビリテーション協会学術集会，

姫路，2024.11.23 

42. 大塚脩斗，岩田健太郎，下雅意崇亨，西原浩真，滝本龍矢，大橋啓太，岩本浩司，村

井亮介，北井 豪，幸原伸夫，古川 裕：急性期における回復期・生活期への積極的

な退院支援に関する当院の取り組み．第 8回日本循環器理学療法学会，ハイブリッド

開催，仙台，2024.11.23 

43. 金島侑司，前川健一郎，山口 功，下出 優，高橋真弓子，服部 修，沖山 努：回

復期での外来心臓リハビリテーションと人材育成．第 8回日本循環器理学療法学会，

ハイブリッド開催，仙台，2024.11.23 

44. 滝本龍矢，岩田健太郎，西原浩真，下雅意崇亨，大橋啓太，岩本浩司，石橋千賀，鴎

端洋人，村井亮介，北井 豪，幸原伸夫，古川 裕：急性期の理学療法士が取り組む

積極的退院支援．第 8回日本循環器理学療法学会，ハイブリッド開催，仙台，

2024.11.23 

45. 西原浩真，岩田健太郎，下雅意崇亨，滝本龍矢，大橋啓太，岩本浩司，幸原伸夫，古

川 裕：弁膜症術後のリハビリテーション-理学療法士が導く難渋例のシームレスな退

院支援．第 8回日本循環器理学療法学会，ハイブリッド開催，仙台，2024.11.23 

46. 井上慎一，大瀧誠：頭部外傷者に対する作業療法実践の傾向〜日本作業療法学会抄録

のテキストマイニング分析より〜．第 30回兵庫県作業療法学会，姫路，2024.12.1 

47. 岩田健太郎：日本理学療法管理学会が取り組む事業の最新報告：レジストリ研究．第

7回日本理学療法管理学会学術大会，ハイブリッド開催，成田，2024.12.1 

48. 柴田久美子，秋武浩太：右多数指切断に対する再接着術後セラピィの経験．第 12回



中部日本ハンドセラピィ研究会，京都，2025.1.25 

49. 濱本晃良：多職種と連携した運動療法により人工呼吸器離脱を目指した COVID-19の

1例．令和 6年度兵庫県理学療法士会 神戸東支部新人発表会，神戸，2025.2.1 

50. 屋内伶那：急性心不全に合併したせん妄と ICU-AWが早期離床と運動療法により改善

した症例．令和 6年度兵庫県理学療法士会 神戸東支部新人発表会，神戸，2025.2.1 

51. 桜庭皐：低栄養に対する栄養療法と運動療法により QoLが改善した肺腺癌の１例．

令和 6年度兵庫県理学療法士会 神戸東支部新人発表会，神戸，2025.2.1 

52. 原田隼佑：高流量鼻カニュラ酸素療法を用いた運動療法により運動耐容能が改善した

特発性肺線維症．令和 6年度兵庫県理学療法士会 神戸東支部新人発表会，神戸，

2025.2.1 

53. 竹内維吹：術後に健側での膝折れを呈し歩行能力獲得に時間を要した左大腿骨頸部骨

折の一症例．令和 6年度兵庫県理学療法士会 神戸東支部新人発表会，神戸，

2025.2.1 

54. 佐藤香子：BHA術後の多疾患併存患者に対し運動制限因子に着目し運動耐容能が改

善した症例．令和 6年度兵庫県理学療法士会 神戸東支部新人発表会，神戸，

2025.2.1 

55. 金時拓海：発症早期より長距離の装具歩行練習を反復し歩行能力の再建に至った重症

視床出血症例．令和 6年度兵庫県理学療法士会 神戸東支部新人発表会，神戸，

2025.2.1 

56. 吉川奈津美：コイル塞栓術後に合併した小脳梗塞に伴う体幹失調に対し課題難易度を

工夫した症例．令和 6年度兵庫県理学療法士会 神戸東支部新人発表会，神戸，

2025.2.1 

57. 山本野乃実：延髄外側梗塞再発後に姿勢定位障害をきたし歩行再獲得に難渋した症

例．令和 6年度兵庫県理学療法士会 神戸東支部新人発表会，神戸，2025.2.1 

58. 吉岡実穂：視覚情報とハンドリングにより動作能力の改善が得られたクロウ・深瀬症

候群の 1例．令和 6年度兵庫県理学療法士会 神戸東支部新人発表会，神戸，

2025.2.1 

59. 小島日向：片麻痺後遺症に加え、脳梗塞発症で両片麻痺を呈した症例 ―移乗動作に

着目してー．令和 6年度兵庫県理学療法士会 神戸東支部新人発表会，神戸，

2025.2.1 

60. 小林優葉：ADL動作における麻痺側上肢参加を段階的に促したADEM症例の作業療

法．兵庫県作業療法士会 神戸ブロック現職者共通研修，WEB開催，神戸，

2025.2.1 

61. 西原浩真，岩田健太郎，滝本龍矢，岩本浩司，村井亮介，北井 豪，幸原伸夫，古川 

裕：超急性期心不全患者の心臓リハビリテーションを効果的に進める．日本心臓リハ

ビリテーション学会 第 10回近畿地方会，京都，2025.2.9 



62. 三澤菜緒，岩田健太郎，西原浩真，滝本龍矢，村井亮介，北井 豪，幸原伸夫，古川 

裕：多疾患を合併した急性心筋梗塞例における早期離床の有効性：薬物療法の併用と

多職種連携による多面的介入．日本心臓リハビリテーション学会 第 10回近畿地方

会，京都，2025.2.9 

63. 岩本浩司，岩田健太郎，西原浩真，滝本龍矢，大橋啓太，畠中弘太，村井亮介，古川 

裕，幸原伸夫：心臓リハビリテーション地域連携が有効であった高齢弁膜症術後患者

の一例．日本心臓リハビリテーション学会 第 10回近畿地方会，京都，2025.2.9 

64. 岩田健太郎：理学療法士の誇りと責任：プロフェッショナリズムを学び、育む．日本

理学療法哲学・倫理研究会 第 11回フォーラム，ハイブリッド開催，神戸，

2025.2.15 

65. 下雅意崇亨：理学療法士としてのプロフェッショナリズムとは．第 11回日本理学療

法哲学・倫理学研究会 フォーラム，ハイブリッド開催，神戸，2025.2.15 

66. 西原浩真：実習指導者の観点からー実習教育に症例報告は必要かー．第回日本理学療

法推論学会学術集会，泉佐野，2025.3.1 

67. 早川貴行，山田莞爾，岩田健太郎，太田剛史，坂井信幸，幸原伸夫：脳梗塞患者に対

する急性期 VR介入の安全性検証：単施設前向き介入研究．第 50回日本脳卒中学会

学術集会，大阪，2025.3.6 

68. 西原浩真，岩田健太郎，下雅意崇亨，滝本龍矢，大橋啓太，岩本浩司，江崎二郎，古

川 裕，鴎端洋人，幸原伸夫：ICTを活用した回復期リハビリテーション病院との情

報連携が ICU の心臓血管外科術後患者の再入院に与える影響．第 52回日本集中治療

医学会学術集会，ハイブリッド開催，福岡，2025.3.14 

69. 前川侑宏，岩田健太郎，山田莞爾，稲垣優太，高橋朋弥，幸原伸夫，椿 淳裕：脳梗

塞患者の早期リハビリテーションにおける近赤外分光法の利用．第 52回日本集中治

療医学会学術集会，ハイブリッド開催，福岡，2025.3.14 

70. 岩田健太郎，前川侑宏，高橋朋弥，北井 豪，幸原伸夫，椿 淳裕：ICU リハビリを

変革するNIRS：脳循環の”見える化”が拓く新たな早期離床戦略．第 52回日本集中治

療医学会学術集会，ハイブリッド開催，福岡，2025.3.14 

71. 前川侑宏，岩田健太郎，椿 淳裕，幸原伸夫：脳梗塞患者の早期リハビリテーション

における近赤外分光法の利用．第 52回日本集中治療医学会学術集会，ハイブリッド

開催，福岡，2025.3.14 

72. 西原浩真：集中治療理学療法士の現場から ～認定資格の活かし方～．第 52回日本

集中治療医学会学術集会，ハイブリッド開催，福岡，2025.3.14 

73. 大橋啓太，岩田健太郎，山田莞爾，北井豪，石川 朗，吉本明弘，幸原伸夫：急性期

病院に緊急入院となった高齢慢性腎臓病患者の退院時 FIMと予後の関係．第 15回日

本腎臓リハビリテーション学会学術集会，ハイブリッド開催，横浜，2025.3.15 

74. 村井亮介，岩田健太郎，北井 豪，小林成美，井澤和大，服部 修，木原康樹，細谷 



亮，古川 裕：Regional Cooperation for Comprehensive Seamless Care and 

Rehabilitation in Cardiovascular Disease Patients CURE-KOBE initiatives．第 89

回日本循環器学学術集会，ハイブリッド開催，横浜，2025.3.28 

75. 岩田健太郎，西原浩真，滝本龍矢，岩本浩司，村井亮介，北井 豪，幸原伸夫，古川 

裕：高齢心不全患者のリハビリテーションにおける DX 導入～効率と質を両立する取

り組みの現状と展望．第 89回日本循環器学学術集会，ハイブリッド開催，横浜，

2025.3.28 

 

 

教育機関・研究会の講義 

 

1. 岩田健太郎：超高齢社会での心不全患者リハビリテーションと地域連携．神戸心不全

ネットワーク講演会，WEB開催，神戸，2024.4.11 

2. 岩田健太郎：急性期リハビリテーションとレジデント制度の未来．広島大学病院診療

支援部リハビリテーション部門レジデント研修会，神戸，2024.4.25 

3. 西原浩真：運動処方とレジスタンストレーニンの実際．心臓リハビリテーション学会 

スキルアップセミナー，神戸，2024.5.19 

4. 下雅意崇亨：現代の心臓血管治療と術後リハビリ．心臓リハビリテーション学会 ス

キルアップセミナー，神戸，2024.5.19 

5. 岩田健太郎：超高齢社会における内部障害合併患者に対する地域一体化リハビリテー

ション～CURE-KOBEでの理学療法士の立場から～．第 16回大山心臓リハビリテーシ

ョン研究会，WEB開催，神戸，2024.8.2 

6. 岩田健太郎：「地域心不全患者対応のシームレス化」マルチモビディティ時代のリハビ

リテーション戦略：超急性期から維持期への地域一体化プログラム．静岡県理学療法

士会，ハイブリッド開催，静岡，2024.9.21 

7. 若田恭介：急性期〜回復期における呼吸リハビリテーション導入のノウハウ．兵庫県

理学療法士会「マルチモビディティ患者に対応するためのリハビリ専門職の養成研修

会」―呼吸器プログラム―，神戸，2024.9.22 

8. 岩田健太郎：市民病院における急性期理学療法の取り組み．日本理学療法士協会 急

性期における理学療法の推進，WEB開催，東京，2024.09.23 

9. 西原浩真：脳卒中のリスク管理―脳血流に着目して―．レジデントセミナー，WEB開

催，神戸，2024.9.26 

10. 高橋朋弥：脳血管疾患の臨床推論～先輩のアタマの中を覗いてみよう～急性期．兵庫



県理学療法士会 神戸東支部 病期別脳血管疾患の臨床推論，WEB開催，2024.10.5 

11. 高橋朋弥：脳血管疾患の臨床推論～先輩のアタマの中を覗いてみよう～．神戸東支部

主催研修会，WEB開催，神戸，2024.10.5 

12. 岩田健太郎：急性期～回復期における心リハ導入のノウハウ．兵庫県理学療法士会 

令和６年度 マルチモビディティ患者に対応するためのリハビリ専門職の養成研修会 

循環器，神戸，2024.10.8 

13. 滝本龍矢：症例提示 急性期．兵庫県理学療法士会 令和６年度 マルチモビディテ

ィ患者に対応するためのリハビリ専門職の養成研修会 循環器，神戸，2024.10.8 

14. 岩田健太郎：心臓リハビリテーションの神戸市での取り組み．第４回 訪問リハビリ

テーションを話そう！「心リハ、呼吸リハで、地域を変えよう。暮らしを変えよう。

みんなを笑顔に変えよう。」，三田，2024.10.19 

15. 岩田健太郎：心不全患者における急性期病院・在宅訪問リハビリ一体化プログラム．

全国在宅リハビリテーションを考える会，WEB開催，神戸，2024.10.26 

16. 大塚脩斗，岩田健太郎，下雅意崇亨，山田莞爾，富井啓介，立川 良：ILD診療にお

ける自施設の取り組み〜理学療法士の立場から〜．多職種で支える間質性肺疾患セミ

ナー，WEB開催，神戸，2024.11.18 

17. 岩田健太郎：リハビリテーションを軸とした地域一体化プログラムと健康寿命の延

伸．神戸市立医療センター中央市民病院 地域連携懇話会，ハイブリッド開催，神

戸，2024.11.21 

18. 岩田健太郎：マルチモビディティ時代のリハビリテーション戦略～疾病構造の変化に

伴うパラダイムシフト～．岡山赤十字病院 講演会，岡山，2024.11.23 

19. 岩田健太郎：ILDに対する呼吸器リハビリテーション．倉敷 ILD多職種連携セミナ

ー，WEB開催，神戸，2024.12.04 

20. 山田莞爾：DNIケースにおける非侵襲的呼吸管理と 呼吸リハビリテーションの実践．

第 23回 急性 NPPV･呼吸ケア研究会 Web講演会，WEB開催，2024.12.14 

21. 川上友理子：栄養と嚥下機能．集中治療期リハビリテーションスキルアップセミナ

ー，神戸，2024.12.14 

22. 岩田健太郎：早期離床リハビリテーションの実際とチーム医療．集中治療期リハビリ

テーションスキルアップセミナー，神戸，2024.12.14 

23. 川上友理子：栄養と嚥下機能．集中治療期リハビリテーションスキルアップセミナ

ー，神戸，2024.12.14 

24. 岩田健太郎：超高齢社会における内部障害合併患者に対する地域一体化リハビリテー

ション～CURE-KOBEでの理学療法士の立場から～．第 27回石川県心臓リハビリテー

ション研究会，金沢，2025.2.1 

25. 高橋朋弥：超急性期から始める脳卒中リハビリテーションによる再発・重症化予防．

地域を支える脳卒中診療 WEBセミナー，WEB開催，2025.2.12 



26. 高橋朋弥，岩田健太郎，篠田 琢，前川侑宏，高村大祐，尾原信行，川本未知，幸原

伸夫：超急性期から始める脳卒中リハビリテーションによる再発・重症化予防．地域

を支える脳卒中診療 WEB セミナー in 神戸，WEB開催，神戸，2025.2.12 

27. 岩田健太郎：理学療法士はこれからの社会に備え、どんな準備をすべきか～急性期分

野における診療報酬改定の視点から学ぶ．国立理学療法協議会北海道東北部会主催人

材育成部研修会，WEB開催，神戸，2025.2.27 

28. 山田莞爾：臨床と研究に AIを活用する．呼吸理学療法学会臨床研究セミナー，WEB

開催，2025.3.2 

29. 山田莞爾：臨床・研究に AIを活用する．令和６年度 臨床研究セミナー＆若手臨床研

究支援交流会，WEB開催，神戸，2025.3.2 

30. 伊藤 翼：集中治療理学療法の最前線．順天堂大学 第 10回 臨床実習協力施設との

連携の会，WEB開催，神戸，2025.3.6 

31. 岩田健太郎：在宅における心不全患者の支援について～理学療法士の立場から～．神

戸市医師会 在宅における心不全患者の支援に関する講習会，神戸，2025.3.6 

32. 岩田健太郎：マルチモビディティ時代のリハビリテーション戦略～人材育成と病院経

営への寄与～．飯田市民病院研修会，飯田，2025.3.27 

33. 岩田健太郎：急性期医療における CURE－KOBE運⽤ルールの実践〜チーム医療でつ

なぐ回復期・生活期へのスムーズなケアを目指して〜．第 12回 CUREKOBE研修会，

WEB開催，2025.3.27 


